




Farmer’s wives’unpaid work：the case of 






























































































































































る 5 自営農業の上記 ハゼ掛け、藁敷き、ネット掛け・はずし、宛名書き等の荷造り・発送準備、運搬、
以外の作業 農業資材の準備・片づけ作業、着替え、移動、田畑での休憩等
仕


















































































































































































1　睡眠 455．39 441．42 474．51
2　身のまわりや健康に関する活動 240．96 229．28 256．96
3　自営農業の経営管理的活動 4．45 4．02 5．03
4　自営農業の主要な農作業 110．10 90．33 137．17
5　自営農業の上記以外の農作業 25．61 21．62 31．07
6　雇用関係にある農作業 0．86 1．44 0．07
7　上記以外の作業 3．06 3．37 2．63
8　勤務の仕事 97．82 65．07 142．68
9　農業以外の自営業 38．31 32．96 45．64
10生産活動の一部の家事 1．82 3．10 0．08
11　自家消費用の生産的家事 47．10 49．45 43．89
12育児・教育活動 12．49 18．31 4．47
13介護 6．86 10．23 2．26
14その他の家事一般 159．34 244．45 42．76
15　「家」のための家事 6．28 7．29 4．89
16地域活動 19．51 13．07 28．34
17組織・団体による活動 8．87 12．73 3．59
18生産にかかわる自主的な活動 6．55 8．13 4．38
19　地域福祉にかかわる自主的な活動 5．33 9．20 0．04
20　その他の自主的な活動 26．44 29．26 22．57
21余暇活動 149．79 132．05 174．09
不明 13．06 13．19 12．88
合計 1，440．00 1，440．00 1，440．00
表4　年間平均活動時間（コード別、活動があった人のみ）
性 別
女 性 男 性
男 女　　計
平均値 有効数 平均値 有効数 平均値 有効数
1　睡眠 441．42N＝1030474．51N＝752 455．39N＝1782
2　身のまわりや健康に関する活動 229．28N＝1030259．96N＝752 240．96N＝1782
3　自営農業の経営管理的活動 53．79N＝77 60．97N＝62 56．99N＝139
4　自営農業の主要な農作業 294．45N＝316 331．67N＝311 312．91N＝627
5　自営農業の上記以外の農作業 100．32N・＝222 103．38N＝226 101．87N＝448
6　雇用関係にある農作業 370．00N＝4 50．00N＝1 306．00N＝5
7　上記以外の作業 385．56N＝9 282．86N＝7 340．63N＝16
8　勤務の仕事 465．41N＝144 606．18N＝177 543．03N＝321
9　農業以外の自営業 317．24N＝107 385．62N＝89 348．29N＝196
10生産活動の一部の家事 46．88N＝68 30．00N＝2 46．40N＝70
11　自家消費用の生産的家事 122．13N＝417 165．87N＝199 136．26N＝616
12育児・教育活動 143．13N＝132 112．17N＝30 137．40N＝162
13介護 93．21N＝113 85．00N＝20 91．98N＝133
14その他の家事一般 250．53N＝100599．87N＝322 213．97N＝1327
15　「家」のための家事 115．51N＝65 160．00N＝23 127．14N＝88
16地域活動 133．27N＝101 201．04N＝106 167．97N＝207
17　組織・団体による活動 148．95N＝88 158．82N＝17 150．55N＝105
18生産にかかわる自主的な活動 152．31N＝55 173．16N＝19 157．66N＝74
19　地域福祉にかかわる自主的な活動 263．19N＝36 30．00N＝1 256．89N＝37
20　その他の自主的な活動 179．41N＝168 214．80N＝79 190．73N＝247
21余暇活動 152．14N＝894 202．97N＝645 173．44N＝1539
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均時間をみると、「自営農業の主要な農作業」は
5時間弱、ついで「自営農業の経営管理的活動」
は1時間近く、「自営農業の上記以外の農作業」
は1時間半以上であった。（表4参照）
　次に、自営農業以外の農業にかかわる仕事の年
間平均をみると、「6　雇用関係にある農作業」
時間は1分未満、「7　上記以外の農作業」時間
はほぼ3分といずれもごく僅かであった。これは
これらの活動を行った人の人数が少ないことに起
因すると考えられるので、活動を行った人のみで
みてみると「雇用関係にある農作業」を行った人
は、のべ5人、一日あたり5時間弱、「上記以外の
農作業」を行った人は、のべ16人、一日あたり5
時間半以上であった。人数は少ないものの、時間
量は「農業にかかわる仕事」のうち、最も多く、
近隣や親族の手伝いの農作業には、時間を融通し
合う相互扶助の様子がうかがわれた。
　男女別にみると、「雇用関係にある農作業」で
は1分弱、「上記以外の農作業」では1分未満、い
ずれも女性が男性を上回っており、雇用関係や近
隣・親戚などへの手伝いの農作業は女性の方が男
性よりも若干多く行っていることがわかった。
③「農業以外の仕事」
　「8　勤務の仕事」の年間平均は一日あたり
97．82分、「9　農業以外の自営業」の労働時間は
38．31分であったが、男女別にみるとどちらも男
性が女性を上回った。活動を行った人のみでみる
と、「勤務の仕事」の年間平均活動時間は一日あ
たり543．03分（約9時間）、男女別にみると、女性
平均は465．41分（約7時間45分）、男性平均は
606．18分（10時間強）であった。勤務の仕事を
行った場合には労働時間はかなり長く、また、女
性より男性の方が長時間働いていることが分かっ
た。次に「農業以外の自営業」行った人のみの年
間平均活動時間は一日あたり348．29分（6時間
弱）、性別にみると、男性が385．62分（6時間半
弱）、女性が317．24分（5時間と17分あまり）であ
り、男性平均の方が1時間あまり長かった。
④　「家事」
　「家事」のうち最も多いのが「14家事一般」
で159．34分（2時間半強）、ついで「11　自家消費
用の生産的家事」、「12　育児・教育活動」、「13
介護」、「15　r家』のための家事」、「10　生産活
動の一部の家事」の順であった。
　男女差をみてみると、「その他の家事一般」で
201．69分（およそ3時間22分）、「育児・教育活
動」で13．87分、「介護」で7．97分、「自家消費用の
生産的家事」で5．56分、「生産活動の一部の家事」
で3．02分、「『家』のための家事」で2．40分、いず
れも男性よりも女性の方が長かった。また、女性
では最も多かったのが「家事一般」で4時間強、
次が「自家消費用の生産的家事」49．45分の順で
あったのに対して、男性では「自家消費用の生産
的家事」が最も多く43．89分、ついで「家事一般」
42．76分の順であった。
　「育児・教育活動」と「介護」については、要
介護者や子供の有無といった個別の家庭の事情が
直接的に関係してくるので、これらの活動を行っ
た人のみの平均時間をみると、「育児・教育活動」
の年間平均活動時間は一日あたり137．40分（約2
時間20分）、「介護」は91．98分（1時間半強）で
あった。男女別にみると、男性より女性のほうが
平均活動時間が長くなっている。人数でみると、
「育児・教育活動」を行った人の81％、「介護」を
行った人の85％が女性であることがわかった8）。
　「生産活動の一部の家事」とは、田畑での農作
業の合間にとる休憩時のお茶出し、その準備やか
たづけ、作業用の衣服や装備の洗濯など、家業に
付随して生じる家事で、その性質からすれば生産
活動の一部に位置付けられるべきものである。こ
の「生産活動の一部の家事」を行った人は、のべ
70人ほどしかいなかったが、このうちわけは男性
2人に対して女性68人（総数の97％）であり、圧
倒的に女性によって担われていることがわかっ
た。一日あたりの「生産活動の一部の家事」時間
は年平均で46．40分、女性平均で46．88分、男性で
30．00分となっており、量的な面でも女性によっ
てより多く担われていることがわかった。
　次に、「自家消費用の生産的家事」であるが、こ
れは、市場向けではなく、自家で消費するための
野菜、家畜の世話、食品の加工などであり、農家
の場合、家事労働の中でこのような仕事の占める
割合はかなり大きい。「自家消費用の生産的家事」
を行った人は年間でのべ616人、活動時間は年間
平均で一日あたり136．26分（2時間20分弱）で
あった。男女別にみると、「自家消費用の生産的
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家事」の一日あたりの活動時間は女性平均122．13
分（2時間強）、男性平均165．87分（約2時間46
分）であった。「自家消費用の生産的家事」は人数
からみると、約68％が女性によって占められてい
るが、時間量の面からみると男性の方が多い。男
性がこうした活動をする場合には女性よりも長時
間に及ぶ傾向があるといえる。
　rr家』のための家事」を行った人はのべ88人、
年間平均活動時間は一日あたり127．14分（2時間
あまり）であった。男女別にみると、男性で
rr家』のための家事」を行った人はのべ23人、一
日あたりの活動時間は年間平均で160分（2時間
40分）、女性はのべ65人、活動時間は115．51分（2
時間弱）であった。農業世帯では、家事と考えら
れる仕事のうちに、親戚との付き合いなどの父系
の家のための行事に関連した活動や、墓や墓地の
管理など男性の役割と決まっている活動があるた
めに、男性の活動時間が長くなっているものと考
えられる。
⑤「社会的活動」
　「社会的活動」のうち最も多かったのが「20
その他の自主的な活動」、次いで「16　地域活動」、
「17　組織・団体による活動」、「18　生産に関わ
る自主的な活動」、「19　地域福祉にかかわる自主
的な活動」の順であった。
　男女差に着目してみると、「地域活動」をのぞ
いて、女性のほうが男性より長く活動しており、
その差は多い順に「地域福祉にかかわる自主的な
活動」9．16分、「組織・団体による活動」9．14分、
「その他の自主的な活動」6．69分、「生産に関わる
自主的な活動」3．75分であった。「地域活動」は女
性平均よりも男性平均の方が15．27分長かった。
これは、「地域活動」に自治会や青年団の行事や、
農業委員などの行政から委託された活動といった
どちらかというと男性の役割とみなされてきた活
動が多く含まれていることに起因すると考えられ
るが、詳しい考察は今後の課題としたい。
　「社会的活動」にかんしては、これを行った人
の人数が限られているので、実態を正確に捉える
ためには活動を行った人のみの集計結果をみる必
要がある。活動のあった人のみの年間平均活動時
間をコード別にみると、活動を行った人数は、多
い順で、「その他の自主的な活動」がのべ247人、
「地域活動」がのべ207人、「組織・団体による活
動」がのべ105人となっており、活動時間は多い
順に「地域福祉にかかわる自主的な活動」256．89
分（約4時間17分）、「その他の自主的な活動」
190．73分（約3時間10分）、「地域活動」167．97分
（約2時間48分）などであった。「地域福祉にかか
わる自主的な活動」を行った人の絶対数は少ない
が、活動に携わった場合には一日あたりの活動時
間は長いことが分かった。
　「地域福祉にかかわる自主的な活動」について
は、活動に携わった人数が女性のべ36人に対して
男性1人であり男女差が著しかっただけでなく、
一日あたりの活動時間においても女性平均の方が
男性平均を233．19分（4時間弱）上まわってお
り、地域の福祉活動に対して女性のアンペイド・
ワーク（無償労働）が大きく貢献している実態が
明らかになった。
　「21余暇活動」は年間平均で一日あたり13．06
分であったが、男女別では男性の方が多く、その
差は42．04分であった。「余暇活動」を行った人の
みの集計結果ではその差はさらに大きく、50．83
分であった。
4．　おわりにかえて一アンペイド・
　ワークという視点からの若干の考察
　ここで、第三者によって代替不可能な「生理的
活動」および「余暇その他」を除いて、「農業にか
かわる仕事」、「農業以外の仕事」、「家事」、「社会
的活動」の合計を「総有用活動時間」とすると、
総有用活動時間は年間平均で一日あたり580．8分
（約9．7時間）、女性平均で624．04分（約10．4時
間）、男性平均で521．56分（約87時間）となり、女
性平均が男性平均を102．48分（1時間42分あま
り）上回っていることがわかる。
　男性は、農業で一時間弱、農外就労で1時間半
あまり女性より長く働いているものの、女性より
も「生理的活動」時間が一時間強長い。他方女性
は農業やその他の賃労働も行いながら家事労働で
は約4時間、社会的活動では約14分男性より多く
活動している。この結果、賃労働や農業労働だけ
でなく、家庭、地域、社会でのすべての労働をあ
わせると、女性は男性よりも1日あたり100分あ
まり長く働いていることになるといえる。これ
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に、「従行動」をくわえると、男女格差は更に拡大
する。
　これらの労働は、国際的な統計上、インフォー
マル・セクターの労働にカテゴライズされている
ことが多く、また、女性の場合にはとりわけ明確
な報酬を得ているケースは少ないとされる。した
がって、上に述べてきた女性の労働のほとんどが
「インフォーマル・セクター」の労働であり、「ア
ンペイド・ワーク」であるといっても過言ではな
い。
　しかし、より実態を明らかにするために、論を
結ぶにあたって若干の考察を加えてみたい。本調
査では、回答者が記入した活動のうちのどれに対
してどれほどの報酬が支払われたのかを特定する
ことはできないが、時間利用調査を補完するた
め同一の対象者に対してアンケート調査を行っ
た9）。この結果によると、まず、「女性の農業報
酬」については、「報酬あり」という回答は151人
中39人（約26％）であり、そのうち「現物による
報酬」が14人（約36％）をしめた。「年収額」を答
えた人は11人のみであったが、そのうち9人は
100万円以下であり、4人は30万円にも達してい
なかった。以上から女性の農業労働が何らかの貨
幣による報酬にむすびつくのは、著しい低賃金の
場合も含めて最大に見積もっても16．5％（25／
151人）でしかなく、85％近く（現物報酬を入れて
も75％近く）がアンペイド・ワークであるといえ
る。
　次に、「農地登記の名義」を複数回答できいた
ところ、回答のあった126世帯のうち、「夫」「息
子」などの男性名義が110人に対して、「妻」「母」
「娘」などの女性名義はわずか19人しかいなかっ
た。受給または加入している「年金の種類」につ
いては、「国民年金」が最も多く、「農業者年金」
は一人もいなかった。これは平成7年の「農業者
年金基本法」改正まで一定の農地所有が年金加入
の要件だったために土地を所有することのない女
性の加入が難しかったことによると考えられる。
　「社会的活動の報酬」についても、先に述べた
ような地域社会に対する女性の大きな貢献にもか
かわらず、「手間賃あり」という回答は、「文化
サークル」1人、「婦人会」2人、「福祉ボラン
ティア」3人などを数えたのみであった。
　結論的に農家女性の労働が予測にたがわず、ほ
とんどアンペイド・ワークであり、それにとも
なって社会的保障も十分ではないという実態が明
らかになったといえよう。
　　　　　　　　　　　　（2001．1．9　受理）
注
　1）アンペイド・ワークに関する国際的動向の詳細
　　にかんしては、古田睦美「アンペイド・ワーク論の
　　課題と可能性」『アンペイド・ワークとは何か？』
　　藤原書店、2000年を参照。
　2）日本においては、総務庁が行っている「社会生活
　　基本調査」の時間的データに基づいて、経済企画庁
　　が女性の無償労働の経済的評価を行った。それに
　　よると、91年に女性が行った無償労働は総額99兆
　　円で、女性一人あたりでは年間276万円、97年の
　　データによると女性一人あたり年間およそ300万円
　　にのぼるとされる（朝日新聞98年月　日）。しか
　　し、ここに計上された労働項目は、①炊事・洗濯な
　　どの家事、②介護、看護、③育児、④買い物、⑤ボ
　　ランティア活動の5項目のみであること、また、こ
　　うした項目の労働時間を賃金に換算する際に、男
　　女格差を内包したままの女性の平均賃金に換算し
　　ていることといったいくつかの点で、この賃金換
　算のあり方自体に根本的な問題がある。
　3）　Goldscmidt－Clermont，　Unpaid　Work　in　the
　Household，　ILO，1982．女性のアンペイド・ワーク
　研究会編訳『女性のアンペイド・ワークー国際
　的調査研究と資料』1995年、東京女性財団参照。
　4）調査は、JA信州うえだ女性部塩田支会のすべ
　ての支部（計19支部）を対象にすすめられたが、結
　果的に、すでに事実上機能していない支部、途中で
　協力が得られなくなった支部計3つの支部をのぞ
　　く、16支部の会員全員（174世帯）を対象とするこ
　　とになった。なお、174世帯中、女性会員は174名で
　あるが、そのうち対象となるべき同居の夫の数は
　正確には不明であり、したがって男性の回答の回
　収率も確定することはできなかった。なお、調査対
　象者の平均年齢は（冬期時点）で61．67歳、女性平
　均は61歳、男性平均は62歳とかなり高齢だった。こ
　れは、塩田地区に特異な現象ではなく、むしろ農村
　の高齢化の実態を如実に表しているといえるだろ
　　う。
5）四回の調査を通じて男性の回答は女性の回答数
　　よりも少なかった。この理由としては、今回の調査
　の趣旨に対し男性よりも女性のほうが関心を持っ
　てくれたこと、および、現在農業に携わっている女
　性が高齢化しているが、女性のほうが一般に寿命
　が長いために夫がいないケースが多かったことな
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　どが考えられる。なお、夫の回答にかんしては、
　「夫自らが記入するのが望ましい」が、協力が得ら
れない場合には「妻が記入してもかまわない」とし
　た。したがって、男性の回答中には妻が記入したも
　のも含まれている。
6）　これは、本調査が新しい労働概念に立脚してい
　るために、・既存の「仕事」「家事」「余暇」などの一
　般通念にたつ回答者が必要ないと考えて記入しな
　い、あるいは、詳しく記入しなかったために、分析
　者があとで分類できないというような事態を避け
　るためである。たとえば、「畑でのお茶だし」など
　既存の概念では「農作業」か「家事」か判別がつか
　ないもの、「親戚づきあい」などの「家事」か「余
　暇」か判別が難しいものなどもあらかじめコード
　が設定されていれば誤回答の可能性は低くなる。
　また、「車の運転」など、同じ事をしていても、「病
　院へ要介護者を連れて行く」場合は「介護」、「子供
　を塾へ送迎する」場合には「育児・教育活動」、「遠
　くにある畑への移動」の場合には「農作業」という
　ように、コードが別なので回答者にコード番号を
　記入してもらう必要があるものもある。
7）　ここで、「農作業がなかった日（ないし比較的少
　なかった日）」とは、「農作業が比較的少なかった
　日」と「農作業が休みだった日」の合計とした。こ
　れは、パイロット調査の結果をふまえ、①「田んぼ
　の水のみまわり」など日々恒常的に行っている作
業があることから「農作業をまったく行わない日」
を想定するのは冬季以外は現実的ではない、②「農
作業が少なかった日」は「農作業を多く行った日」
　よりも「農作業のなかった日」により近い生活パタ
　ンを取る、といった点で農家の実態にみあった調
査票の設定を企図したことによる。
　　なお、以上の経緯から、たとえば一般的な雇用労
働の労働実態調査に比較しうる農業の活動時間と
　して本調査のデータを用いる場合は、各項目の農
作業を行った人のみの集計結果または、本調査の
　調査結果報告書である『塩田地区農家女性を対象
　にした時間利用調査集計結果報告書』（長野大学地
域社会調査研究室2000年12月）にある「農作業が中
心の日」のみの集計結果を使っていただきたい。ま
　た、四季別集計、天候別集計の詳細についても同報
　告書を参照されたい。
8）　「育児・介護」時間の結果にかんしては、調査対
　象者が高齢であったことが影響していると考えら
　れる。そこで、上田市の若い世代の農家女性グルー
　プを対象に同様の時間利用調査を行った（現在集
　計中）。この結果も合わせて参照されたい。
9）アンケート調査の結果については、『塩田地区農
　家女性を対象とした時間利用調査　アンケート調
　査集計結果の部』（長野大学地域社会調査研究室、
　2000年7月）参照。
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